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10
・
13　

六
十
年
ぶ
り
の
再
会

日
本
時
代
、
日
本
人
の
父
と
台
湾
人
の
母
と
の
間

に
生
ま
れ
た
日
本
在
住
の
高
田
武
士
・
忠
男
さ
ん
兄

弟
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
高
雄
を
六
十
数
年
ぶ
り
に
訪

れ
た
。
両
親
が
早
く
に
亡
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
台

湾
の
親
戚
と
の
連
絡
が
途
絶
え
て
い
た
が
、
高
雄
市

の
戸
籍
事
務
所
の
協
力
な
ど
に
よ
り
、
台
北
に
住
む

従
姉
弟
ら
を
探
し
当
て
、
再
会
と
な
っ
た
。

10
・
17　

台
北
で
「
台
湾
石
見
フ
ェ
ア
」
開
催

島
根
県
浜
田
市
の
官
民
で
つ
く
る
台
湾
貿
易
石
見

実
行
委
員
会
が
、
台
北
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

「
微
風
広
場
」
で
「
台
湾
石
見
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し

た
。
約
二
週
間
行
わ
れ
、
ア
ジ
や
サ
バ
の
水
産
加
工

品
食
品
の
試
食
、
写
真
展
や
神
楽
公
演
も
す
る
。

10
・
18　

上
伊
那
の
ナ
シ
、
台
湾
へ
の
出
荷
増

長
野
県
上
伊
那
郡
で
生
産
さ
れ
る
ナ
シ
「
南
水
」

が
台
湾
で
高
い
評
価
を
受
け
、
昨
年
の
五
倍
近
い
約

二
七
ト
ン
の
出
荷
を
予
定
し
て
い
る
。
台
湾
へ
の
出

荷
は
こ
れ
ま
で
鳥
取
の
「
二
十
世
紀
梨
」
が
主
流
だ

っ
た
が
、
多
品
種
へ
の
ニ
ー
ズ
も
増
え
、
昨
年
か
ら

出
荷
が
始
ま
っ
た
。

10
・
19　

岡
山
市
で
新
竹
市
の
伝
統
産
業
フ
ェ
ア

岡
山
市
と
国
際
友
好
交
流
都
市
の
提
携
を
結
ぶ
、

新
竹
市
が
伝
統
産
業
や
特
産
品
を
紹
介
す
る
「
台

湾
・
新
竹
市
伝
統
産
業
フ
ェ
ア
in
岡
山
」
を
天
満
屋

岡
山
店
で
行
っ
た
。
会
場
で
は
、
新
竹
特
産
の
ビ
ー

フ
ン
、
ガ
ラ
ス
工
芸
が
展
示
即
売
さ
れ
た
。

10
・
22　

北
陸
観
光
情
報
紙
を
三
十
万
部
配
布

北
國
新
聞
は
石
川
、
富
山
の
観
光
名
所
や
温
泉

地
、
宿
泊
施
設
、
土
産
物
な
ど
の
情
報
を
盛
り
込
ん

だ
観
光
情
報
紙
を
台
北
市
内
で
三
十
万
部
配
布
す

る
。
北
陸
へ
の
観
光
誘
致
に
つ
な
げ
る
の
が
目
的
。 

10
・
24　

イ
ン
リ
ン
さ
ん
を
う
な
ぎ
大
使
に
任
命

秋
の
土
用
丑
の
日
を
前
に
、
タ
レ
ン
ト
の
イ
ン
リ

ン
・
オ
ブ
・
ジ
ョ
イ
ト
イ
さ
ん
が
「
台
湾
う
な
ぎ
親

善
大
使
」
に
任
命
さ
れ
た
。
会
見
で
イ
ン
リ
ン
さ
ん

は
「
ふ
っ
く
ら
脂
が
の
っ
て
い
て
お
い
し
く
、
安

全
！
」
と
話
し
、
陳
添
壽
・
農
業
委
員
会
漁
業
署
副

署
長
は
「
台
湾
の
養
殖
技
術
は
も
と
も
と
日
本
か
ら

導
入
し
た
も
の
で
、
四
十
年
の
歴
史
が
あ
り
、
厳
し

い
管
理
の
も
と
輸
出
し
て
い
る
」
と
話
す
な
ど
、
安

全
性
の
ア
ピ
ー
ル
が
な
さ
れ
た
。

10
・
30　

阪
神
、
蕭
一
傑
投
手
を
一
位
指
名

プ
ロ
野
球
の
新
人
選
手
選
択
会
議
（
ド
ラ
フ
ト
会

議
）
で
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
は
奈
良
産
業
大
学
の
蕭

一
傑
投
手
を
一
位
指
名
し
た
。
台
湾
人
初
の
ド
ラ
フ

ト
一
位
指
名
選
手
。
現
在
、
阪
神
に
は
林
威
助
外
野

手
が
お
り
、
二
人
目
の
台
湾
人
選
手
と
な
る
。

11
・
１　

前
衛
出
版
社
、
経
営
危
機

台
湾
主
体
性
意
識
を
強
く
打
ち
出
し
た
書
籍
を
多

く
出
版
す
る
「
前
衛
出
版
社
」
が
、
経
営
危
機
に
陥

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
在
庫
一
掃
セ
ー
ル
を

中
山
サ
ッ
カ
ー
場
で
行
う
。
同
社
は
安
倍
晋
三
氏
の

『
美
し
い
国
へ
』、
小
林
よ
し
の
り
氏
の
『
新
ゴ
ー
マ

ニ
ズ
ム
宣
言　

台
湾
論
』
の
翻
訳
出
版
を
手
が
け
る

な
ど
、
日
本
の
書
籍
と
も
ゆ
か
り
が
あ
る
。

11
・
４　

馮
代
表
、
札
幌
事
務
所
開
設
を
検
討

馮
寄
台
・
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
代
表
は
、

北
海
道
新
聞
の
取
材
に
対
し
、
領
事
館
に
相
当
す
る

「
札
幌
分
処
」
の
開
設
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
北
海
道
を
訪
れ
る
台
湾
人
観
光
客
の

増
加
に
伴
い
、
事
故
や
病
気
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増

え
、
東
京
の
職
員
が
出
張
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い

る
。
出
先
機
関
設
置
で
対
応
の
迅
速
化
を
狙
う
。
ま

た
台
湾
か
ら
の
観
光
客
が
年
間
二
十
八
万
人
に
対
し

て
、
北
海
道
か
ら
台
湾
へ
の
観
光
客
は
一
万
八
千
人

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
道
民
の
台
湾
へ
の
観
光
誘
致

を
図
る
目
的
も
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
と
台
湾
が
見
え
て
く
る

日
台
交
流
日
録
�
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11
・
５　
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
が
台
湾
で
放
映
開
始

台
湾
の
テ
レ
ビ
局
「
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
親
子
台
」
が
、
テ

レ
ビ
ア
ニ
メ
「
そ
れ
い
け
！　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の

放
映
を
開
始
し
た
。
日
本
で
同
ア
ニ
メ
を
放
送
す
る

日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
と
、
台
湾
の
有
力
ア
ニ
メ
関
連

企
業
「
マ
イ
テ
ィ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
」
が
放
映
権
な
ど

で
合
意
し
た
こ
と
に
よ
る
。
同
社
は
「
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ

Ｏ
」
や
「
ケ
ロ
ロ
軍
曹
」
な
ど
、
日
本
の
人
気
ア
ニ

メ
を
数
多
く
取
り
扱
っ
て
い
る
。

11
・
５　
『
ト
オ
サ
ン
の
桜
』
中
国
語
版
刊
行

日
本
時
代
、
日
本
語
に
よ
る
教
育
を
受
け
た
台
湾

の
人
た
ち
の
思
い
を
綴
っ
た
『
ト
オ
サ
ン
の
桜
』
の

翻
訳
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
著
者
の
平
野
久
美
子
氏
は

「
民
間
に
埋
も
れ
た
歴
史
を
掘
り
起
こ
す
の
が
私
の

使
命
」
と
話
す
。

11
・
８　

張
栩
・
名
人
、
四
冠
達
成

囲
碁
の
張
栩
・
名
人
が
王
座
位
を
獲
得
し
、
日
本

囲
碁
界
で
史
上
四
番
目
の
四
冠
を
達
成
し
た
。
張
名

人
は
二
〇
〇
三
年
に
本
因
坊
戦
で
優
勝
し
、
二
十
三

歳
五
ヵ
月
で
日
本
囲
碁
界
最
年
少
の
本
因
坊
位
に
就

い
た
実
績
を
持
つ
。

11
・
９　

高
雄
港
駅
、
百
年
の
歴
史
に
幕

高
雄
駅
か
ら
高
雄
港
駅
を
結
ぶ
路
線
が
廃
止
さ
れ

た
。
高
雄
港
駅
は
日
本
時
代
に
高
雄
駅
と
し
て
誕
生

し
、
そ
の
後
、
現
在
の
高
雄
駅
が
で
き
、
高
雄
港
駅

と
改
称
し
た
。
昔
を
懐
か
し
む
老
人
や
鉄
道
フ
ァ
ン

の
若
者
が
押
し
掛
け
た
。

11
・
15　

八
田
與
一
技
師
の
映
画
公
開

台
湾
で
日
本
時
代
当
時
、
東
洋
一
の
ダ
ム
と
水
路

網
を
建
設
し
た
八
田
與
一
技
師
の
ア
ニ
メ
映
画
「
パ

ッ
テ
ン
ラ
イ
!!
」
が
全
国
に
先
駆
け
て
金
沢
市
内
の

映
画
館
で
公
開
さ
れ
た
。
同
映
画
は
北
國
新
聞
創
刊

百
十
五
年
を
記
念
し
て
製
作
さ
れ
た
。

11
・
16　

日
台
白
熱
、
野
球
ア
ジ
ア
シ
リ
ー
ズ

日
本
、
台
湾
、
韓
国
、
中
国
の
プ
ロ
野
球
リ
ー
グ

の
覇
者
が
王
座
を
争
う
「
ア
ジ
ア
シ
リ
ー
ズ
」
の
決

勝
戦
が
、
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
。
日
本
代
表
の

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
、
台
湾
代
表
の
統
一
ラ
イ
オ
ン

ズ
に
一
対
〇
で
勝
利
し
、
優
勝
し
た
。
西
武
の
渡
辺

監
督
は
一
九
九
三
年
か
ら
三
年
間
、
台
湾
で
兼
任
コ

ー
チ
と
し
て
プ
レ
ー
し
、「
台
湾
に
は
思
い
入
れ
が

あ
る
。
自
分
の
（
指
導
者
と
し
て
の
）
基
礎
を
つ
く

っ
て
く
れ
た
」
と
感
慨
深
げ
だ
っ
た
。

11
・
20　

山
口
県
と
南
投
県
の
交
流
深
ま
る

山
口
県
民
で
組
織
さ
れ
た
ツ
ア
ー
が
チ
ャ
ー
タ
ー

便
で
台
湾
へ
、
そ
し
て
南
投
県
政
府
を
訪
問
。
一
行

は
、
李
朝
卿
・
県
長
ら
か
ら
熱
い
歓
迎
を
受
け
た
。

こ
れ
ま
で
山
口
県
と
台
湾
、
南
投
県
と
の
間
に
は
、

宇
部
空
港
初
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
訪
れ
た
の
が
台
湾

か
ら
の
観
光
客
で
あ
っ
た
り
、
山
口
県
の
七
十
五
の

ス
ー
パ
ー
が
南
投
県
の
農
産
物
販
売
の
機
会
を
提
供

し
た
り
す
る
な
ど
の
交
流
が
あ
っ
た
。
両
県
は
姉
妹

都
市
提
携
も
視
野
に
入
れ
、
今
後
、
さ
ら
に
親
交
を

深
め
て
い
く
旨
を
明
ら
か
に
し
た
。

11
・
29　

秋
田
の
竿
灯
、
台
湾
人
を
魅
了

南
投
県
埔
里
鎮
で
行
わ
れ
た
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
、
秋
田
県
か
ら
三
百
年
あ
ま
り
の
歴
史
を

も
つ
「
竿
灯
」
が
披
露
さ
れ
た
。
空
に
聳
え
る
竿
灯

が
見
物
客
を
魅
了
し
た
。

11
・
29　

台
湾
シ
ネ
マ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
大
阪
開
催

大
阪
・
シ
ネ
マ
ー
ト
心
斎
橋
で
「
台
湾
シ
ネ
マ
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
０
８
」
が
開
催
さ
れ
た
。
同
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
八
月
か
ら
九
月
ま
で
東
京
で
開
催
さ
れ

て
い
た
。

12
・
６　
「
第
六
回
ま
つ
り
イ
ン
台
湾
」
開
催

台
湾
観
光
客
を
日
本
に
誘
致
し
よ
う
と
「
第
六
回

ま
つ
り
イ
ン
台
湾
２
０
０
８
～
舞
の
ま
つ
り
～
」
が

台
北
の
新
光
三
越
デ
パ
ー
ト
で
行
わ
れ
た
。
北
は
秋

田
、
南
は
沖
縄
ま
で
の
九
団
体
が
招
待
さ
れ
、
伝
統

舞
踊
を
披
露
し
た
。

12
・
６　

外
登
証
の
国
籍
を
中
国
か
ら
台
湾
へ

日
本
に
居
住
す
る
外
国
人
は
外
国
人
登
録
証
（
外
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登
証
）
の
携
帯
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
台
湾
人

の
外
登
証
の
国
籍
は
中
国
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を

台
湾
へ
改
正
し
よ
う
と
本
会
、
台
湾
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
台
湾
の
声
」
が
新
宿
で
街

頭
署
名
活
動
を
始
め
た
。

12
・
９　

呉
伯
雄
氏
、
勢
力
的
に
政
治
活
動
展
開

来
日
中
の
呉
伯
雄
・
国
民
党
主
席
は
外
国
特
派
員

協
会
で
記
者
会
見
を
開
き
、
尖
閣
諸
島
は
台
湾
の
領

土
と
し
た
う
え
で
、「
主
権
問
題
を
棚
上
げ
し
、
共

同
資
源
開
発
や
漁
業
権
問
題
な
ど
協
力
で
き
る
」
と

述
べ
た
。
会
見
後
は
日
本
の
主
要
政
党
幹
部
、
石
原

慎
太
郎
・
東
京
都
知
事
な
ど
を
表
敬
訪
問
し
た
。

12
・
13　

映
画
「
雨
が
舞
う
」
試
写
会

日
本
時
代
に
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
で
栄
え
た
台
湾

北
部
の
街
・
金
瓜
石
を
舞
台
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
「
雨
が
舞
う
─
金
瓜
石
残
照
」
の
試
写
会

が
東
京
・
亀
戸
の
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
。
林
雅
行
監

督
は
「『
親
日
』
と
い
わ
れ
る
台
湾
だ
が
、
実
際
に

は
複
雑
な
思
い
を
抱
い
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ

て
い
な
い
金
瓜
石
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
話
す
。
一
般
公
開
は
来
年
四
月
の
予
定
。

12
・
17　

日
本
時
代
の
鉄
道
病
院
、
取
壊
し
の
危
機

台
湾
・
彰
化
市
に
あ
る
日
本
時
代
に
建
て
ら
れ
た

鉄
道
病
院
の
取
壊
し
を
め
ぐ
り
議
論
が
起
こ
っ
て
い

る
。
一
九
三
〇
年
に
建
て
ら
れ
た
同
病
院
は
旅
館
業

も
兼
ね
て
お
り
、
当
時
台
湾
中
部
で
も
っ
と
も
高
級

な
ホ
テ
ル
と
い
わ
れ
、
台
湾
新
文
学
の
父
・
頼
和
ら

文
人
た
ち
が
好
ん
で
訪
れ
た
。
戦
後
は
台
湾
鉄
道
に

接
収
さ
れ
、
一
九
八
四
年
に
廃
院
と
な
っ
た
。
建
物

は
二
十
年
以
上
放
置
さ
れ
て
い
た
が
、
取
壊
し
て
駐

車
場
を
新
た
に
造
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。

国
民
党
立
法
委
員
は
駐
車
場
の
建
設
を
、
民
進
党
立

法
委
員
は
建
物
の
保
存
を
主
張
し
て
い
る
。

12
・
17　

台
北
で
天
皇
誕
生
日
祝
賀
会

天
皇
誕
生
日
祝
賀
会
が
、
台
北
市
の
国
賓
大
飯
店

で
開
催
さ
れ
た
。
台
湾
で
は
二
十
三
日
は
休
日
で
は

な
い
た
め
に
前
倒
し
と
な
っ
た
。
李
登
輝
・
元
総
統

を
は
じ
め
、
欧
鴻
錬
・
外
交
部
長
、
許
世
楷
・
前
駐

日
代
表
ら
政
財
界
の
要
人
も
多
数
出
席
し
、
昨
年
を

凌
ぐ
約
七
百
名
が
参
加
し
た
。

12
・
19　

台
湾
歌
壇
、
四
十
年
を
む
か
え
る

日
本
時
代
、
日
本
語
に
よ
る
教
育
を
受
け
た
台
湾

の
人
た
ち
を
中
心
と
し
た
、
和
歌
を
愛
好
す
る
つ
ど

い
「
台
湾
歌
壇
」（
蔡
焜
燦
代
表
）
が
創
立
四
十
周

年
を
迎
え
、
台
北
市
内
の
ホ
テ
ル
で
祝
賀
大
会
が
行

わ
れ
た
。
齊
藤
正
樹
・
日
本
交
流
協
会
台
北
事
務
所

代
表
、
許
文
龍
氏
（
元
総
統
府
資
政
、
奇
美
電
子
創

設
者
）、
呉
阿
明
氏
（
自
由
時
報
発
行
人
）
ら
が
お

祝
い
に
駆
け
つ
け
、
会
員
・
来
賓
合
わ
せ
て
約
百
名

が
集
ま
っ
た
。
記
念
和
歌
集
が
配
ら
れ
た
ほ
か
、
日

本
語
で
日
本
の
唱
歌
が
熱
唱
さ
れ
た
。

12
・
25　

少
年
野
球
大
会
、
京
都
チ
ー
ム
が
優
勝

第
十
一
回
諸
羅
山
杯
国
際
軟
式
少
年
野
球
大
会
の

決
勝
戦
が
、
台
湾
・
嘉
義
市
で
行
わ
れ
た
。
日
本
の

京
都
チ
ー
ム
が
屏
東
県
の
復
興
小
学
校
チ
ー
ム
に
勝

利
し
、
優
勝
し
た
。
同
大
会
は
台
湾
国
内
で
最
大
規

模
の
少
年
野
球
の
大
会
。
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か

ら
も
参
加
が
あ
り
、
日
本
か
ら
は
六
チ
ー
ム
が
参
加

し
た
。

12
・
30　

国
際
広
報
の
特
別
展

嘉
義
県
民
雄
郷
に
あ
る
国
家
広
播
文
物
館
で
、
台

湾
の
国
際
広
報
史
の
特
別
展
「
聴
、
台
湾
之
声
」
が

開
催
。
同
文
物
館
の
前
身
は
民
雄
放
送
所
。
一
九
四

〇
年
、
南
進
す
る
日
本
軍
の
活
躍
を
放
送
し
、
ま
た

国
民
政
府
か
ら
の
放
送
を
台
湾
人
が
聞
く
の
を
防
ぐ

た
め
に
開
設
さ
れ
た
。
戦
後
は
国
民
政
府
に
接
収
さ

れ
、
中
国
大
陸
へ
の
呼
び
か
け
や
、
世
界
各
国
へ

「
自
由
中
国
」
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
う
と
い
っ
た
数
奇

な
運
命
を
た
ど
る
。
特
殊
な
建
築
様
式
か
ら
歴
史
建

築
百
選
に
も
選
ば
れ
、
一
九
九
九
年
に
文
物
館
と
な

る
。
特
別
展
は
二
〇
〇
九
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
。

【
古
市
利
雄
】


